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六五四三二一
目
　
次
問
題
の
所
在
下
級
裁
判
所
の
判
例
最
高
裁
第
二
小
法
廷
昭
和
四
六
年
五
月
一
三
日
決
定
最
高
裁
第
一
小
法
廷
昭
和
四
六
年
一
〇
月
一
四
日
判
決
最
高
裁
第
一
小
法
廷
昭
和
四
八
年
四
月
一
九
日
判
決
結
び
（
若
干
の
提
言
）
問
題
の
所
在
本
稿
は
、
最
高
裁
判
所
の
判
例
を
主
な
手
が
か
り
と
し
て
、
道
路
交
通
法
（
以
下
道
交
法
と
い
う
）
七
〇
条
違
反
の
罪
、
す
な
わ
ち
、
い
わ
ゆ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
の
問
題
に
つ
い
て
、
考
察
と
提
言
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
三
　
　
　
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
四
　
周
知
の
と
お
り
、
道
交
法
は
、
道
路
に
お
け
る
危
険
を
防
止
し
、
交
通
の
安
全
と
円
滑
を
図
る
た
め
に
（
一
条
）
、
詳
細
な
規
定
を
設
け
、
違
反
行
為
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
処
罰
す
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
同
法
は
「
安
全
運
転
の
義
務
」
と
題
し
て
「
車
両
等
の
運
転
者
は
、
当
該
車
両
等
の
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ
ー
キ
そ
の
他
の
装
置
を
確
実
に
操
作
し
、
か
つ
、
道
路
、
交
通
及
び
当
該
車
両
等
の
状
況
に
応
じ
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
規
定
し
、
こ
れ
に
違
反
し
た
者
は
一
一
九
条
一
項
九
号
に
よ
り
三
月
以
下
の
懲
役
又
は
三
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
、
ま
た
、
過
失
に
よ
り
七
〇
条
違
反
の
罪
を
犯
し
た
者
は
、
二
九
条
二
項
に
よ
り
五
万
円
域
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
を
定
め
て
い
る
。
　
こ
の
七
〇
条
は
、
道
交
法
の
前
身
で
あ
る
道
路
交
通
取
締
法
七
条
二
項
四
号
と
八
条
一
項
と
を
合
わ
せ
た
も
の
で
、
前
者
は
「
た
ず
な
、
ハ
ン
ド
ル
そ
の
他
の
装
置
に
よ
る
安
全
な
操
縦
に
必
要
な
操
作
を
怠
っ
て
車
馬
又
は
軌
道
車
を
操
縦
す
る
こ
と
」
を
い
わ
ゆ
る
無
謀
操
縦
の
一
つ
と
し
て
禁
止
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
「
車
馬
又
は
軌
道
車
の
操
縦
者
は
、
道
路
、
交
通
、
及
び
積
載
の
状
況
に
応
じ
公
衆
に
危
害
を
及
ぽ
さ
な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
操
縦
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
、
い
わ
ゆ
る
安
全
運
転
の
義
務
を
定
め
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
八
条
一
項
は
、
他
の
規
定
で
賄
い
切
れ
な
い
危
険
な
行
為
を
捕
捉
す
る
た
め
の
包
括
的
な
補
完
規
定
で
あ
り
、
そ
の
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
う
な
も
の
と
し
て
道
交
法
七
〇
条
に
引
き
継
が
れ
た
。
　
そ
も
そ
も
道
交
法
は
、
車
両
等
の
運
転
者
の
行
為
の
う
ち
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
で
あ
っ
て
類
型
化
の
可
能
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
内
容
の
規
定
を
極
力
設
け
て
、
禁
止
又
は
制
限
を
図
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
交
通
の
危
険
は
、
道
路
、
交
通
、
車
両
等
の
状
況
に
よ
っ
て
千
差
万
別
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
応
す
べ
き
運
転
者
の
義
務
を
す
べ
て
具
体
的
に
各
条
に
規
定
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
こ
れ
が
前
記
八
条
一
項
な
い
し
七
〇
条
の
立
法
理
由
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
条
文
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
十
分
理
解
で
き
る
◎
　
問
題
は
、
こ
の
規
定
が
あ
ま
り
に
も
抽
象
的
、
一
般
的
な
表
現
を
と
っ
て
お
り
、
他
の
各
本
条
に
く
ら
べ
て
内
容
が
著
し
く
明
確
性
を
欠
き
、
解
釈
に
よ
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
運
転
方
法
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
り
は
し
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
こ
の
規
定
の
位
置
づ
け
を
、
六
五
条
一
項
（
酒
気
帯
び
運
転
等
の
禁
止
）
の
よ
う
に
、
命
令
規
範
又
は
禁
止
規
範
に
と
ど
め
る
の
な
ら
ば
、
さ
し
つ
か
え
な
い
。
む
し
ろ
、
交
通
教
育
又
は
指
導
の
指
針
と
し
て
望
ま
し
い
こ
と
で
さ
え
あ
る
。
し
か
し
、
六
五
条
一
項
の
場
合
の
よ
う
な
絞
り
（
二
七
条
の
二
第
一
号
、
一
一
九
条
一
項
七
号
の
二
参
照
）
を
か
け
ず
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
罰
則
を
設
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
け
（
二
九
条
一
項
九
号
）
、
し
か
も
過
失
犯
ま
で
処
罰
す
る
こ
と
を
明
示
し
た
（
同
条
二
項
）
た
め
、
罪
刑
法
定
主
義
と
の
関
係
で
、
刑
罰
法
規
と
し
て
の
妥
当
性
を
問
わ
れ
る
も
の
と
な
っ
た
。
　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
昭
和
三
五
年
道
交
法
が
制
定
さ
れ
た
際
、
七
〇
条
は
抽
象
的
な
規
定
で
あ
る
か
ら
拡
大
解
釈
の
お
そ
れ
が
あ
る
と
し
て
、
衆
参
両
院
の
各
地
方
行
政
委
員
会
か
ら
「
安
全
運
転
の
一
般
原
則
に
関
す
る
基
準
を
設
定
し
て
そ
の
運
用
の
適
正
を
期
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
す
る
こ
と
」
と
の
附
帯
決
議
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
そ
の
よ
う
な
問
題
性
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
て
い
た
が
、
昭
和
三
八
年
岩
田
誠
判
事
（
当
時
静
岡
地
裁
所
長
、
後
に
最
高
裁
判
事
）
が
、
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
五
〇
号
に
「
道
路
交
通
法
第
七
〇
条
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
規
定
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
を
発
表
す
る
に
及
ん
で
、
同
法
の
問
題
点
が
か
な
り
明
確
に
浮
き
彫
り
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
そ
の
要
点
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
　
①
　
本
規
定
の
表
現
は
極
め
て
抽
象
的
一
般
的
で
明
確
性
を
欠
き
、
考
え
よ
う
に
ょ
れ
ば
ど
ん
な
運
転
方
法
を
し
て
も
本
規
定
違
反
に
　
　
あ
た
る
と
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
、
適
用
を
誤
る
と
極
め
て
危
険
な
規
定
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
解
釈
は
厳
格
に
す
べ
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
五
　
　
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
六
　
き
で
あ
る
（
厳
格
解
釈
説
）
。
②
　
本
規
定
は
、
そ
の
他
の
道
交
法
の
各
本
条
に
規
定
し
て
あ
る
運
転
者
の
義
務
違
反
に
あ
た
ら
な
い
行
為
を
捕
捉
す
る
た
め
の
補
充
　
的
規
定
で
あ
る
か
ら
、
本
規
定
違
反
の
罪
と
そ
の
他
の
各
本
条
違
反
の
罪
と
は
法
条
競
合
に
あ
た
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
（
法
条
競
　
合
説
）
。
③
過
失
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
（
二
九
条
二
項
）
と
い
う
の
は
、
過
失
が
原
因
で
七
〇
条
違
反
の
具
体
的
な
運
転
行
為
（
た
　
と
え
ば
、
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま
の
運
転
）
に
陥
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
過
失
が
原
因
で
な
ん
ら
か
の
事
故
が
起
き
た
こ
と
（
た
と
え
　
ば
転
落
と
か
物
損
）
で
は
な
い
（
過
失
衝
突
罪
の
否
定
）
。
④
　
事
故
が
起
こ
っ
た
の
ち
、
事
故
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
刑
事
責
任
を
問
え
な
い
た
め
に
、
事
故
直
前
の
運
転
方
法
を
本
規
定
の
違
反
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
は
不
当
で
あ
る
。
（
1
）
（
2
）
（（43
）） 　
岩
田
誠
「
道
路
交
通
法
第
七
〇
条
の
規
定
に
つ
い
て
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
一
五
〇
号
一
五
三
頁
以
下
、
な
お
、
同
論
文
引
用
の
横
井
大
三
ー
木
宮
高
彦
、
注
釈
道
路
交
通
法
二
九
八
頁
、
宮
崎
清
文
、
条
解
道
路
交
通
法
一
九
八
頁
各
参
照
。
　
道
路
交
通
取
締
法
に
は
過
失
犯
処
罰
の
明
文
が
な
く
、
過
失
犯
を
処
罰
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
高
裁
判
例
が
分
れ
て
い
た
。
道
交
法
の
制
定
に
あ
た
り
、
過
失
で
処
罰
を
必
要
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
過
失
犯
の
規
定
を
整
備
す
る
こ
と
に
し
、
明
文
の
処
罰
規
定
が
設
け
ら
れ
た
。
小
田
健
司
判
例
解
説
昭
和
四
八
年
度
六
八
頁
、
同
解
説
引
用
の
「
前
田
宏
新
道
路
交
通
法
に
お
け
る
過
失
犯
に
つ
い
て
」
警
察
研
究
一
三
巻
二
号
一
九
頁
各
参
照
。
　
昭
和
三
五
年
三
月
三
〇
日
参
議
院
地
方
行
政
委
員
会
附
帯
決
議
、
同
三
五
年
五
月
一
七
日
衆
議
院
地
方
行
政
委
員
会
附
帯
決
議
。
　
こ
の
論
文
は
、
岩
田
誠
、
あ
る
裁
判
官
の
思
索
と
意
見
一
二
頁
以
下
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。
（
5
）
　
厘
文
は
「
遅
い
遠
度
で
運
転
す
る
こ
と
も
時
に
よ
ウ
て
は
「
の
ろ
の
ろ
運
転
」
と
し
て
他
人
に
危
害
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
も
あ
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
（
中
略
）
自
動
車
等
を
運
転
し
て
い
て
事
故
を
起
し
た
場
合
に
は
、
そ
の
事
故
に
至
る
直
前
の
運
転
方
法
は
何
ら
か
他
人
に
危
害
を
及
ぽ
す
よ
う
な
　
　
要
素
を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
多
か
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
右
に
あ
げ
た
東
京
高
裁
の
判
決
及
び
松
本
簡
裁
の
判
決
も
共
に
事
故
が
起
っ
て
か
ら
後
に
、
　
　
事
故
そ
れ
自
体
に
つ
い
て
は
刑
事
責
任
が
問
え
な
い
た
め
に
事
故
直
前
の
運
転
方
法
を
旧
法
八
条
一
項
違
反
と
し
て
捉
え
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
　
　
る
。
か
く
て
は
事
故
を
起
し
た
も
の
は
、
そ
の
事
故
に
つ
い
て
過
失
の
有
無
に
拘
ら
ず
、
何
で
も
彼
で
も
そ
の
事
故
前
の
運
転
行
為
を
捕
え
て
旧
　
　
法
八
条
一
項
又
は
新
法
七
〇
条
に
よ
り
処
罰
さ
れ
る
危
険
が
あ
る
。
」
二
　
下
級
裁
判
所
の
判
例
　
こ
こ
で
、
最
高
裁
判
例
が
出
る
前
の
下
級
裁
判
所
判
例
の
動
向
に
つ
き
、
概
観
し
て
お
こ
う
。
　
ま
ず
、
七
〇
条
違
反
の
罪
と
他
の
各
本
条
違
反
の
罪
と
は
法
条
競
合
に
あ
た
る
と
し
た
簡
裁
判
決
を
二
つ
見
受
け
る
。
そ
の
一
は
、
四
二
条
の
徐
行
義
務
違
反
の
罪
に
関
す
る
長
野
簡
裁
昭
和
三
八
年
二
月
一
九
日
判
決
（
下
刑
集
五
巻
二
・
二
一
号
一
一
四
六
頁
）
、
そ
の
二
は
、
六
二
条
の
整
備
不
良
車
両
運
転
禁
止
違
反
の
罪
に
関
す
る
同
簡
裁
同
四
〇
年
一
二
月
二
日
判
決
（
下
刑
集
七
巻
一
二
号
二
二
〇
三
頁
）
で
あ
る
。
　
次
に
、
時
速
二
〇
キ
ロ
程
度
の
自
動
二
輪
車
の
片
手
運
転
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
七
〇
条
違
反
と
し
た
遠
軽
簡
裁
同
四
〇
年
二
月
二
七
日
判
決
（
下
刑
集
七
巻
二
号
二
〇
九
一
頁
）
と
、
同
条
違
反
に
あ
た
ら
な
い
と
し
た
森
簡
裁
同
四
二
年
二
一
月
二
三
日
判
決
（
下
刑
集
九
巻
一
二
号
一
五
七
二
頁
）
と
が
あ
る
。
前
者
の
ケ
…
ス
は
、
左
手
に
左
官
用
の
手
板
、
こ
て
を
下
げ
、
後
者
の
ケ
ー
ス
は
、
左
手
に
出
前
箱
を
下
げ
て
お
り
、
ど
ち
ら
も
左
手
で
ハ
ン
ド
ル
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
。
両
判
決
と
も
、
右
の
よ
う
な
運
転
　
　
　
　
東
・
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
七
　
　
　
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
八
方
法
は
一
般
的
に
み
て
危
険
な
行
為
で
あ
る
が
、
七
〇
条
違
反
と
い
う
た
め
に
は
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
具
体
的
状
況
か
ら
み
て
他
人
に
危
害
を
及
ぽ
す
お
そ
れ
が
現
に
存
在
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
、
前
者
は
、
交
通
頻
繁
な
交
差
点
を
右
折
し
た
こ
と
を
理
由
に
有
罪
と
し
、
後
者
は
、
非
常
に
閑
散
な
道
路
を
直
進
し
た
こ
と
を
理
由
に
無
罪
と
し
て
い
る
。
　
安
全
確
認
を
怠
っ
て
物
損
事
故
を
ひ
き
お
こ
し
た
場
合
に
つ
い
て
は
、
見
解
が
分
れ
て
い
る
。
　
ま
ず
、
路
上
の
テ
ン
ト
に
接
触
し
て
破
損
さ
せ
た
が
、
当
時
通
行
入
が
な
か
っ
た
た
め
他
人
に
危
害
を
加
え
る
お
そ
れ
が
な
か
っ
た
と
L
）
て
、
七
〇
条
違
反
を
否
定
し
た
大
津
地
裁
彦
根
支
部
同
四
一
年
七
月
二
〇
目
判
決
（
下
刑
集
八
巻
七
号
一
〇
一
七
頁
）
が
あ
る
。
ま
た
、
車
同
士
の
衝
突
で
あ
っ
て
も
、
直
前
の
運
転
行
為
が
一
般
的
に
み
て
事
故
に
結
び
つ
く
蓋
然
性
の
強
い
危
険
な
運
転
行
為
で
あ
る
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
理
由
に
、
七
〇
条
違
反
を
否
定
し
た
、
い
わ
き
簡
裁
同
四
三
年
六
月
三
日
判
決
（
下
刑
集
一
〇
巻
六
号
六
三
五
頁
）
は
、
前
記
岩
田
論
文
の
見
解
を
明
確
に
意
識
し
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
、
注
目
に
値
す
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
そ
の
よ
う
な
厳
格
な
解
釈
を
と
ら
な
い
で
、
い
わ
ば
ス
ト
レ
…
ト
に
七
〇
条
違
反
の
成
立
を
認
め
た
東
京
高
裁
判
決
を
、
少
く
と
も
四
つ
見
受
け
る
。
そ
の
一
は
、
「
不
注
意
に
よ
り
左
右
の
安
全
を
十
分
確
認
し
な
い
で
交
差
点
に
進
入
し
た
行
為
」
に
つ
い
て
の
同
三
九
年
一
二
月
一
六
日
判
決
（
東
京
高
裁
判
決
時
報
一
五
巻
一
二
号
二
六
二
頁
）
、
そ
の
二
は
、
「
交
差
点
を
直
進
す
る
際
前
方
に
右
折
車
が
停
止
し
て
い
る
の
を
避
け
よ
う
と
し
て
、
左
側
お
よ
び
左
後
方
の
安
全
を
十
分
に
確
認
せ
ず
に
漫
然
ハ
ン
ド
ル
を
左
に
切
っ
て
進
行
し
た
行
為
」
に
つ
い
て
の
同
年
一
二
月
二
八
臼
判
決
（
前
同
時
報
同
巻
同
号
二
六
八
頁
）
、
そ
の
三
は
、
「
左
右
道
路
の
見
通
し
の
わ
る
い
交
差
点
直
前
で
停
止
し
な
い
で
進
入
し
、
進
入
後
も
停
止
ま
た
は
加
速
し
な
い
で
右
方
か
ら
進
行
し
て
く
る
車
両
の
前
面
を
の
ろ
の
ろ
と
徐
行
し
た
行
為
」
に
つ
い
て
の
同
四
一
年
九
月
二
六
日
判
決
（
前
同
時
報
一
七
巻
九
号
一
九
四
頁
）
で
あ
り
、
そ
の
四
は
、
後
に
述
べ
る
最
高
裁
第
二
小
法
廷
昭
和
四
六
年
五
月
二
二
日
決
定
事
件
の
控
訴
審
判
決
（
東
京
高
裁
）
で
あ
る
α
　
な
お
、
人
身
事
故
に
つ
き
、
刑
法
二
二
条
前
段
の
ほ
か
七
〇
条
違
反
が
成
立
す
る
と
し
た
も
の
に
、
名
吉
屋
高
裁
金
沢
支
部
同
四
一
年
一
二
月
八
沼
判
決
（
下
刑
集
八
巻
一
二
号
一
五
一
〇
頁
）
が
あ
る
。
こ
の
ケ
…
ス
は
、
軽
四
輪
貨
物
自
動
車
を
運
転
し
て
い
る
被
告
人
が
、
同
方
向
に
進
行
し
て
い
る
第
二
種
原
動
機
付
自
転
車
を
右
側
か
ら
追
い
越
し
、
道
路
の
左
側
に
あ
る
倉
庫
に
進
入
す
る
た
め
、
左
折
の
合
図
を
し
た
う
え
減
速
し
た
が
、
「
助
手
席
の
ガ
ラ
ス
越
し
に
左
方
の
安
全
を
確
認
し
た
の
み
で
、
後
方
な
か
ん
ず
く
前
記
原
動
機
付
自
転
車
の
動
静
を
十
分
に
確
認
し
な
い
ま
ま
漫
然
左
折
し
た
」
過
失
に
よ
り
、
右
原
動
機
付
自
転
車
に
自
車
を
衝
突
さ
せ
て
相
手
方
に
傷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
（
2
）
害
を
負
わ
せ
た
も
の
で
あ
る
。
右
判
決
は
、
右
「
　
」
の
行
為
が
七
〇
条
違
反
に
あ
た
る
と
し
て
い
る
。
　
そ
し
て
、
こ
れ
ら
一
連
の
高
裁
判
決
が
、
い
ず
れ
も
私
が
先
に
岩
田
論
文
の
要
点
③
、
④
と
し
て
指
摘
し
た
問
題
点
に
留
意
す
る
こ
と
な
く
、
過
失
に
よ
っ
て
物
損
事
故
を
起
こ
し
た
こ
と
（
過
失
衝
突
罪
？
）
を
も
っ
て
七
〇
条
違
反
の
罪
を
犯
し
た
も
の
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
は
、
大
い
に
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
に
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。
（
1
）
　
小
田
申
聰
樹
、
交
通
事
故
判
例
百
選
80
事
件
「
安
全
運
転
義
務
違
反
」
（
同
書
一
六
六
頁
）
参
照
。
（
2
）
被
告
人
車
は
、
道
路
の
申
心
線
附
近
を
進
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
道
路
左
側
の
倉
庫
に
進
入
す
る
た
め
、
そ
れ
ま
で
の
進
行
方
向
に
対
し
　
直
角
又
は
こ
れ
に
近
い
角
度
を
も
っ
て
左
折
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
、
こ
の
行
為
は
当
時
の
法
二
五
条
の
二
「
横
断
」
に
あ
た
る
と
　
　
解
し
、
そ
の
違
反
と
七
〇
条
違
反
の
罪
と
は
法
条
競
合
に
あ
た
る
か
ら
、
こ
の
判
決
は
誤
り
で
は
な
い
か
と
論
じ
た
こ
と
が
あ
る
（
鬼
塚
判
例
解
　
説
昭
和
四
六
年
度
一
〇
九
頁
）
。
現
行
法
の
二
五
条
の
二
は
、
「
車
両
は
、
歩
行
者
又
は
他
の
車
両
等
の
正
常
な
交
通
を
妨
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
　
　
と
き
は
、
道
路
外
の
施
設
若
し
く
は
場
所
に
出
入
す
る
た
め
の
左
折
若
し
く
は
右
折
を
し
、
横
断
し
、
転
回
し
、
又
は
後
退
し
て
は
な
ら
な
、
い
。
」
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
二
九
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
〇
と
な
っ
て
お
り
、
被
告
人
の
行
為
は
こ
の
「
左
折
」
そ
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
本
件
の
よ
う
な
場
合
は
法
条
競
合
で
あ
る
こ
と
が
ま
す
ま
す
明
ら
か
に
な
っ
た
。
　
　
　
三
　
最
高
裁
第
二
小
法
廷
昭
和
四
六
年
五
月
一
三
日
決
定
　
　
（
王
）
　
本
決
定
の
事
案
は
、
幅
七
・
七
五
メ
ー
ト
ル
の
道
路
と
幅
五
・
七
五
メ
ー
ト
ル
の
道
路
と
が
直
角
に
交
わ
っ
て
い
る
交
差
点
に
お
い
て
、
広
い
道
路
を
進
行
し
て
い
た
被
告
人
の
乗
用
車
と
狭
い
道
路
を
進
行
し
て
い
た
相
手
方
の
乗
用
車
と
が
接
触
し
て
物
損
事
故
を
生
じ
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
　
原
判
決
の
東
京
高
裁
は
、
「
同
所
は
交
通
整
理
の
行
わ
れ
て
い
な
い
、
左
右
の
見
通
し
が
き
か
な
い
状
況
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
徐
行
し
て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
進
行
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
怠
り
、
漫
然
前
記
速
度
で
進
行
し
、
左
右
の
安
全
を
確
認
し
な
い
で
交
差
点
に
進
入
し
た
過
失
に
よ
り
、
左
方
道
路
か
ら
時
速
約
七
～
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
同
交
差
点
に
進
入
し
た
N
運
転
の
普
通
乗
用
自
動
車
に
自
車
左
前
部
フ
ェ
ン
ダ
ー
部
分
を
接
触
す
る
に
至
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
道
路
、
交
通
お
よ
び
当
該
車
両
等
の
状
況
に
応
じ
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
な
か
っ
た
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
し
て
、
過
失
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
の
成
立
を
認
め
た
。
こ
の
う
ち
、
被
告
人
の
行
為
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
要
す
る
に
「
交
通
整
理
の
行
わ
れ
て
い
な
い
、
左
右
の
見
通
し
が
き
か
な
い
交
差
点
で
徐
行
し
な
か
っ
た
こ
と
」
（
こ
れ
を
A
と
す
る
）
と
、
「
左
右
の
安
全
確
認
不
十
分
の
ま
ま
進
行
し
た
こ
と
」
（
こ
れ
を
B
と
す
る
）
の
二
つ
で
あ
る
。
　
こ
れ
に
対
し
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷
は
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。
　
「
道
路
交
通
法
七
〇
条
の
い
わ
ゆ
る
安
全
運
転
義
務
は
、
同
法
の
他
の
各
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
運
転
者
の
具
体
的
個
別
的
義
務
を
補
充
す
る
趣
旨
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
同
法
七
〇
条
違
反
の
罪
の
規
定
と
右
各
条
の
義
務
違
反
の
罪
の
規
定
と
の
関
係
は
、
い
わ
ゆ
る
法
条
競
合
に
あ
た
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
右
各
条
の
義
務
違
反
の
罪
が
成
立
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
行
為
が
同
時
に
右
七
〇
条
違
反
の
構
成
要
件
に
該
当
し
て
も
、
同
条
違
反
の
罪
は
成
立
し
な
い
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
か
ら
、
前
記
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
、
道
路
交
通
法
四
二
条
、
二
九
条
一
項
二
号
の
罪
の
み
が
成
立
し
、
同
法
七
〇
条
違
反
の
罪
は
成
立
し
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
　
こ
の
決
定
は
、
私
が
先
に
岩
田
論
文
の
要
点
②
と
し
て
指
摘
し
た
部
分
お
よ
び
前
記
長
野
簡
裁
の
二
つ
の
判
決
の
見
解
を
採
用
し
た
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
の
で
、
お
そ
ら
く
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
　
本
件
行
為
の
う
ち
A
（
徐
行
義
務
違
反
）
の
点
に
つ
い
て
は
、
七
〇
条
違
反
の
罪
の
成
立
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
B
（
左
右
の
安
全
確
認
不
十
分
）
の
点
に
つ
い
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
本
決
定
は
、
一
見
A
の
点
だ
け
に
判
断
を
示
し
て
B
の
点
に
は
触
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
「
…
…
徐
行
し
て
左
右
の
安
全
を
確
認
し
て
進
行
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る
の
に
、
左
右
の
安
全
確
認
不
充
分
の
ま
ま
漫
然
前
記
速
度
で
進
行
し
た
過
失
に
よ
り
他
車
と
接
触
し
た
」
旨
の
一
審
横
浜
簡
裁
判
決
の
認
定
部
分
を
判
示
し
、
こ
れ
を
受
け
て
、
「
前
記
の
よ
う
な
事
実
関
係
の
も
と
に
お
い
て
は
」
七
〇
条
違
反
の
罪
は
成
立
し
な
い
と
断
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
B
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
点
に
つ
い
て
も
同
条
違
反
の
罪
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
暗
黙
の
判
断
で
あ
る
か
ら
、
一
般
化
す
る
の
は
相
当
で
な
い
が
、
少
く
と
も
本
件
の
よ
う
な
単
純
な
「
安
全
確
認
不
十
分
」
だ
け
で
は
、
物
損
事
故
を
生
じ
た
場
合
で
も
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
七
〇
条
違
反
の
罪
は
成
立
し
な
い
と
解
し
て
よ
い
趣
旨
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
州
　
　
　
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
　
な
お
、
本
決
定
は
全
く
触
れ
な
か
っ
た
が
、
本
件
一
、
二
審
判
決
の
判
示
方
法
に
は
、
別
の
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
　
本
来
七
〇
条
違
反
の
罪
は
故
意
犯
で
あ
っ
て
、
構
成
要
件
に
定
め
ら
れ
た
違
反
行
為
は
、
車
両
等
の
運
転
者
が
「
車
両
等
の
ハ
ン
ド
ル
、
ブ
レ
ー
キ
そ
の
他
の
装
置
を
確
実
に
は
操
作
し
な
か
っ
た
こ
と
」
ま
た
は
「
道
路
、
交
通
及
び
当
該
車
両
等
の
状
況
に
応
じ
、
他
人
に
危
害
を
及
ぽ
す
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
た
こ
と
」
で
あ
る
。
前
者
の
例
と
し
て
は
、
ハ
ン
ド
ル
か
ら
両
手
を
離
し
地
図
を
ひ
ろ
げ
な
が
ら
運
転
し
た
場
合
、
後
者
の
例
と
し
て
は
、
こ
と
さ
ら
ジ
グ
ザ
グ
運
転
を
し
た
場
合
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
　
先
に
岩
田
論
文
の
要
点
③
と
し
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
過
失
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
（
二
九
条
二
項
）
と
は
、
な
ん
ら
か
の
過
失
に
よ
っ
て
右
の
よ
う
な
運
転
状
態
に
陥
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て
、
過
失
に
よ
っ
て
な
ん
ら
か
の
事
故
（
接
触
、
物
損
等
）
を
起
こ
し
た
こ
と
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ド
ア
を
開
け
た
ま
ま
走
れ
ば
、
故
意
に
よ
る
七
〇
条
違
反
の
罪
（
一
一
九
条
一
項
九
号
）
で
あ
る
が
、
ド
ア
を
確
実
に
閉
め
な
か
っ
た
た
め
、
走
行
中
開
い
て
し
ま
っ
た
の
に
気
づ
か
ず
運
転
を
続
け
れ
ば
、
過
失
に
よ
る
七
〇
条
違
反
の
罪
（
同
条
二
項
）
に
な
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
本
件
一
、
二
審
判
決
は
、
先
に
述
べ
た
と
お
り
、
い
ず
れ
も
、
被
告
人
は
「
徐
行
義
務
と
安
全
確
認
義
務
を
怠
っ
て
交
差
点
に
進
入
し
た
過
失
」
に
よ
り
他
車
に
自
車
を
接
触
さ
せ
た
の
だ
か
ら
、
過
失
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
に
な
る
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
、
過
失
に
よ
っ
て
な
ん
ら
か
の
事
故
（
本
件
で
は
接
触
）
を
起
こ
し
た
こ
と
を
同
罪
の
構
成
要
件
と
解
し
て
い
る
と
評
さ
れ
て
も
、
反
論
が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
本
件
第
一
、
二
審
判
決
が
、
上
告
審
決
定
と
は
違
っ
た
法
解
釈
を
と
り
、
本
件
の
よ
う
な
徐
行
義
務
違
反
と
安
全
確
認
義
務
違
反
と
が
七
〇
条
違
反
の
罪
に
な
る
と
考
え
て
い
た
の
な
ら
、
二
九
条
二
項
を
適
用
す
る
以
上
、
右
の
各
条
違
反
を
過
失
の
内
容
と
す
る
の
は
明
ら
か
に
誤
り
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
別
の
な
ん
ら
か
の
過
失
に
よ
っ
て
右
の
各
義
務
違
反
に
陥
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
判
決
理
由
に
明
示
す
べ
き
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
第
一
小
法
廷
判
決
に
よ
っ
て
明
快
な
判
断
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
（（21
））
（（43
））
（
5
）
　
鋼
集
二
五
巻
三
号
五
五
六
頁
。
な
お
、
鬼
塚
判
例
解
説
昭
和
圏
六
年
度
一
〇
一
頁
参
照
。
　
も
っ
と
も
、
七
〇
条
以
外
の
各
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
義
務
違
反
の
罪
が
成
立
す
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
例
外
的
に
七
〇
条
違
反
の
罪
が
成
立
す
る
場
合
も
あ
り
う
る
。
た
と
え
ば
、
無
免
許
運
転
中
に
こ
と
さ
ら
ジ
グ
ザ
グ
運
転
を
し
た
よ
う
な
場
合
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
酒
酔
い
運
転
に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
現
行
法
は
、
単
純
な
酒
気
帯
び
運
転
を
罰
し
て
お
ら
ず
、
法
一
一
七
条
の
二
第
一
号
が
「
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
に
よ
り
正
常
な
運
転
が
で
き
な
い
お
そ
れ
が
あ
る
状
態
」
で
運
転
す
る
こ
と
を
構
成
要
件
と
し
て
お
り
、
法
七
〇
条
違
反
の
要
件
も
実
質
的
に
は
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
と
み
れ
る
し
（
ジ
グ
ザ
グ
運
転
は
酒
酔
い
運
転
の
典
型
的
な
形
態
で
あ
る
）
、
無
免
許
運
転
の
罪
よ
り
刑
罰
が
重
く
、
二
七
条
第
一
号
で
処
罰
さ
れ
れ
ば
、
七
〇
条
違
反
罪
の
可
罰
性
も
そ
れ
に
よ
っ
て
評
価
し
尽
く
さ
れ
て
い
る
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
法
条
競
合
説
）
。
前
記
解
説
一
二
頁
参
照
。
同
説
、
坂
詰
幸
次
郎
「
安
全
運
転
義
務
」
判
例
タ
イ
ム
ズ
ニ
八
四
号
二
三
七
頁
。
併
合
罪
説
、
法
曹
会
編
例
題
解
説
道
路
交
通
法
（
改
訂
版
）
七
八
頁
。
　
前
記
解
説
一
〇
八
頁
。
　
な
お
、
昭
和
四
六
年
法
律
九
八
号
に
よ
り
新
設
さ
れ
た
法
三
六
条
圏
項
に
、
交
差
点
に
入
ろ
う
と
す
る
車
両
等
の
義
務
と
し
て
、
「
当
該
交
差
点
の
状
況
に
応
じ
、
交
差
道
路
を
通
行
す
る
車
両
等
、
反
対
方
向
か
ら
進
行
し
て
き
て
右
折
す
る
車
両
等
及
び
当
該
交
差
点
又
は
そ
の
直
近
で
道
路
を
横
断
す
る
歩
行
者
に
特
に
注
意
し
、
か
つ
、
で
き
る
限
り
安
全
な
速
度
と
方
法
で
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
あ
る
の
で
、
現
行
法
の
も
と
で
は
、
本
件
の
事
案
に
つ
い
て
は
B
の
点
も
含
め
て
、
同
条
違
反
の
罪
（
一
一
九
条
一
項
二
号
の
二
）
に
あ
た
る
か
ど
う
か
の
検
討
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
前
記
解
説
一
〇
九
頁
参
照
。
東
　
洋
法
学
二
三
三
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
二
三
四
　
　
　
四
　
最
高
裁
第
嗣
小
法
廷
昭
和
四
六
年
胴
○
月
一
四
日
判
決
　
　
（
1
）
　
本
判
決
の
事
案
は
、
安
全
運
転
義
務
違
反
の
ほ
か
に
、
本
件
現
場
が
交
差
点
に
あ
た
る
か
ど
う
か
の
問
題
と
、
信
頼
の
原
則
の
適
用
が
あ
る
か
ど
う
か
の
問
題
も
か
ら
ん
で
お
り
、
か
な
り
複
雑
で
あ
る
。
　
本
件
現
場
は
、
東
西
に
走
る
幅
約
二
ニ
メ
ー
ト
ル
の
広
い
市
街
路
（
水
平
路
）
の
中
央
約
九
・
六
メ
ー
ト
ル
の
部
分
が
東
に
向
い
次
第
に
盛
り
上
が
っ
て
立
体
的
に
南
北
両
側
の
部
分
と
分
離
し
た
よ
う
な
形
を
し
て
お
り
、
こ
の
盛
り
上
が
っ
た
部
分
は
、
「
陸
橋
取
付
道
路
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
と
し
て
通
称
西
川
口
陸
橋
（
京
浜
東
北
線
の
線
路
を
ま
た
い
で
い
る
）
と
右
水
平
路
と
を
結
ぶ
役
割
を
し
て
い
る
。
　
被
告
人
は
、
普
通
貨
物
自
動
車
を
運
転
し
て
、
右
陸
橋
か
ら
取
付
道
路
へ
と
西
進
し
、
坂
を
下
っ
て
同
道
路
の
い
わ
ば
付
け
根
に
あ
た
る
陸
橋
出
口
か
ら
北
側
の
並
行
道
路
へ
U
夕
ー
ン
し
よ
う
と
し
た
。
被
告
人
は
右
出
口
か
ら
約
七
～
八
○
メ
ー
ト
ル
手
前
で
右
折
の
合
図
を
し
た
が
、
そ
の
前
に
後
方
約
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
自
車
と
同
方
向
に
進
行
し
て
く
る
Y
運
転
の
小
型
貨
物
自
動
車
を
認
め
て
お
り
、
被
告
人
が
時
速
約
二
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
減
速
し
つ
つ
右
出
口
か
ら
約
十
数
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
達
し
た
と
き
に
は
、
右
Y
の
車
両
が
か
な
り
の
高
速
で
接
近
し
つ
つ
あ
る
の
を
認
め
た
。
　
一
審
の
川
口
簡
裁
は
、
こ
の
よ
う
な
事
実
を
認
定
し
た
う
え
、
「
こ
の
よ
う
な
後
続
車
両
の
状
況
を
認
識
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
道
路
状
況
の
下
で
、
こ
の
よ
う
な
交
差
点
を
一
八
○
度
に
右
折
し
よ
う
と
す
る
自
動
車
の
運
転
者
と
し
て
は
、
道
路
の
総
幅
員
が
約
二
ニ
メ
ー
ト
ル
に
広
く
な
っ
て
い
る
交
差
点
内
に
、
後
続
車
に
お
い
て
自
車
の
左
側
を
通
過
で
き
る
余
地
あ
る
ま
で
に
前
進
し
て
、
右
折
を
開
始
す
る
か
も
し
く
は
後
続
車
の
通
過
を
ま
っ
て
、
右
折
す
る
な
ど
し
て
、
後
続
車
と
の
衝
突
に
よ
る
危
険
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、
も
っ
て
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
方
法
で
安
全
に
運
転
す
べ
き
注
意
義
務
が
あ
る
の
に
こ
れ
を
怠
り
、
後
続
す
る
Y
運
転
の
車
両
が
自
車
に
接
近
す
る
前
に
右
折
し
終
る
も
の
と
軽
信
し
て
交
差
点
入
澱
（
陸
橋
出
口
）
か
ら
約
二
ニ
メ
ー
ト
ル
交
差
点
内
に
進
入
し
た
地
点
で
右
折
を
開
始
し
た
過
失
に
よ
り
、
被
告
人
車
両
と
の
衝
突
に
よ
る
危
険
を
避
け
よ
う
と
し
て
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
つ
つ
右
へ
避
譲
の
措
置
を
講
じ
た
Y
運
転
の
車
両
の
左
前
部
を
、
自
車
右
側
部
ド
ア
付
近
に
衝
突
せ
し
め
」
た
と
し
、
こ
の
行
為
は
道
交
法
七
〇
条
、
一
一
九
条
二
項
、
同
条
一
項
九
号
の
過
失
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
に
該
当
す
る
と
判
決
し
た
（
な
お
、
弁
護
人
が
信
頼
の
原
則
の
適
用
を
主
張
し
た
の
に
対
し
、
同
判
決
は
、
こ
れ
を
排
斥
し
た
）
。
　
控
訴
審
の
東
京
高
裁
は
、
一
審
判
決
が
認
定
判
示
し
た
事
実
は
優
に
肯
認
で
き
る
と
し
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
被
告
人
が
一
審
判
示
の
過
失
に
よ
り
道
交
法
七
〇
条
所
定
の
い
わ
ゆ
る
安
全
運
転
義
務
に
違
反
し
た
も
の
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
し
、
弁
護
人
の
信
頼
の
原
則
の
主
張
を
退
け
て
、
一
審
判
決
を
維
持
し
た
。
　
最
高
裁
第
一
小
法
廷
は
、
二
つ
の
理
由
で
原
判
決
を
破
棄
し
、
本
件
を
東
京
高
裁
に
差
し
戻
し
た
。
第
一
の
理
由
は
、
前
記
一
審
判
決
が
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
の
安
全
運
転
義
務
違
反
に
つ
い
て
ど
ん
な
過
失
が
あ
っ
た
か
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
り
、
第
二
の
理
由
は
、
信
頼
の
原
則
適
用
の
関
係
で
、
当
時
被
告
人
に
後
方
確
認
の
義
務
を
負
わ
せ
る
の
を
相
当
と
す
る
よ
う
な
特
別
の
事
情
の
あ
る
こ
と
が
確
定
さ
れ
て
い
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
　
第
一
の
理
由
中
で
、
上
告
審
判
決
は
、
過
失
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
の
「
過
失
」
の
意
義
に
つ
い
て
懇
切
な
説
示
を
し
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
煩
を
い
と
わ
ず
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
。
　
　
「
同
法
一
一
九
条
二
項
に
よ
り
過
失
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
と
し
て
処
断
す
る
た
め
に
は
、
過
失
に
よ
っ
て
、
「
他
人
に
危
害
を
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
五
　
　
　
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
六
及
ぼ
す
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
た
」
事
実
を
確
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
踏
切
の
直
前
で
停
止
せ
ず
、
か
つ
、
安
全
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
な
い
で
車
両
を
運
転
し
て
踏
切
に
立
ち
入
り
、
列
車
と
衝
突
し
て
列
車
に
乗
っ
て
い
た
人
を
死
傷
に
致
し
た
場
合
に
は
、
過
失
致
死
傷
の
罪
が
成
立
す
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
け
れ
ど
も
、
一
方
踏
切
直
前
で
停
止
せ
ず
安
全
を
確
認
し
な
い
で
進
行
し
た
点
で
道
路
交
通
法
三
三
条
違
反
の
故
意
犯
（
同
法
二
九
条
一
項
二
号
の
罪
）
が
成
立
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
場
合
過
失
に
よ
る
同
法
三
三
条
違
反
の
罪
（
同
法
二
九
条
二
項
の
罪
）
が
成
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
踏
切
直
前
で
停
止
せ
ず
、
安
全
を
確
認
し
な
い
で
進
行
し
た
行
為
は
、
一
面
に
お
い
て
は
、
過
失
致
死
傷
罪
の
構
成
要
件
で
あ
る
過
失
の
内
容
を
な
す
か
ら
、
過
失
致
傷
罪
を
構
成
す
る
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
踏
切
直
前
で
停
止
せ
ず
安
全
を
確
認
し
な
い
で
進
行
し
た
と
の
行
為
は
、
そ
れ
自
体
故
意
に
よ
る
道
路
交
通
法
三
三
条
違
反
の
罪
を
構
成
す
る
。
過
失
に
よ
る
同
法
三
三
条
違
反
の
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
前
方
注
視
義
務
を
怠
っ
た
た
め
、
踏
切
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
か
ず
、
そ
の
直
前
で
停
止
せ
ず
、
安
全
を
確
認
し
な
い
で
進
行
し
た
と
い
う
よ
う
に
、
停
止
せ
ず
安
全
を
確
認
し
な
い
こ
と
自
体
に
つ
い
て
過
失
が
存
す
る
こ
と
を
要
す
る
。
こ
の
こ
と
は
同
法
七
〇
条
（
安
全
運
転
の
義
務
）
違
反
の
罪
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
」
　
「
原
判
決
が
維
持
し
第
一
審
判
決
が
認
定
し
た
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
の
安
全
運
転
の
義
務
違
反
に
つ
い
て
い
か
な
る
過
失
が
存
し
た
か
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
被
告
入
の
運
転
す
る
車
両
と
被
告
人
の
後
か
ら
進
ん
で
き
た
Y
運
転
の
車
両
と
が
衝
突
し
た
と
い
う
事
故
は
被
告
人
も
し
く
は
Z
の
過
失
に
よ
っ
て
発
生
し
た
も
の
か
も
し
れ
ず
、
あ
る
い
は
被
告
人
に
安
全
運
転
の
義
務
に
違
反
し
た
行
為
が
あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ぱ
、
こ
れ
が
右
衝
突
事
故
発
生
の
原
因
と
考
え
ら
れ
な
い
こ
と
は
な
い
け
れ
ど
も
（
し
か
し
過
失
に
よ
り
他
人
の
車
両
〔
器
物
〕
を
損
壊
し
た
所
為
は
な
ん
ら
罪
と
な
ら
な
い
。
）
、
こ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
被
告
人
の
右
安
全
運
転
義
務
違
反
が
過
失
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
」
　
本
判
決
の
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
関
係
条
文
の
文
理
解
釈
上
当
然
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
の
実
務
に
お
い
て
は
、
過
失
に
よ
っ
て
七
〇
条
違
反
の
運
転
に
陥
っ
た
こ
と
で
な
く
、
過
失
に
よ
っ
て
交
通
事
故
（
接
触
、
衝
突
等
）
を
起
こ
し
た
こ
と
が
構
成
要
件
で
あ
る
か
の
よ
う
な
記
載
を
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
交
通
事
故
特
に
車
同
士
の
衝
突
（
接
触
）
事
故
が
発
生
す
る
と
、
警
察
官
は
、
ま
ず
人
身
に
傷
害
が
あ
る
か
ど
う
か
を
調
べ
、
傷
害
が
あ
れ
ば
業
務
上
過
失
傷
害
事
件
（
刑
法
一
二
一
条
）
と
し
て
処
理
し
、
傷
害
が
な
け
れ
ば
法
令
上
過
失
衝
突
罪
と
い
う
も
の
が
な
い
の
で
、
道
交
法
七
〇
条
違
反
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
多
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
際
業
務
上
過
失
傷
害
事
件
に
つ
い
て
は
、
被
疑
事
実
の
記
載
方
法
と
し
て
、
過
失
に
よ
り
衝
突
事
故
が
生
じ
た
旨
の
一
定
の
型
が
で
き
て
お
り
、
捜
査
官
は
そ
れ
に
慣
れ
て
い
る
の
で
、
七
〇
条
違
反
の
過
失
犯
に
つ
い
て
も
そ
れ
に
な
ら
い
過
失
に
よ
る
衝
突
事
故
が
生
じ
た
旨
の
記
載
を
す
る
慣
行
が
で
き
て
し
ま
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
裁
判
所
も
そ
れ
に
気
づ
か
ず
、
そ
の
ま
ま
判
文
に
受
け
継
い
で
い
た
の
で
あ
（
3
）
（
4
）
ろ
う
。
　
原
判
決
を
破
棄
し
た
第
二
の
理
由
に
つ
い
て
、
本
判
決
は
、
「
故
意
か
過
失
か
の
点
は
さ
て
お
き
、
被
告
人
は
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
速
度
と
方
法
に
よ
っ
て
運
転
し
た
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
に
つ
き
按
ず
る
に
」
と
し
て
、
ま
ず
、
前
述
し
た
一
、
二
審
判
決
の
判
示
に
よ
り
本
件
の
事
実
関
係
を
要
約
し
て
い
る
。
た
だ
、
一
、
二
審
は
本
件
現
場
を
「
交
差
点
」
と
解
し
て
い
る
が
、
本
判
決
は
「
交
差
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）
点
」
に
あ
た
ら
な
い
と
し
た
（
興
味
の
あ
る
閥
題
で
あ
る
が
、
本
稿
の
テ
ー
マ
か
ら
離
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
す
る
）
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
次
に
、
本
判
決
は
、
右
折
車
に
つ
い
て
信
頼
の
原
則
の
適
用
を
認
め
た
第
一
小
法
廷
昭
和
四
五
年
九
月
二
四
日
判
決
を
引
用
し
、
第
一
審
判
決
の
判
示
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
被
告
人
の
「
右
折
準
備
態
勢
に
特
段
の
落
度
は
な
く
、
後
続
車
の
運
転
者
Y
が
前
方
注
視
義
務
を
怠
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
七
　
　
　
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
八
り
さ
え
し
な
け
れ
ば
容
易
に
追
突
等
の
事
故
を
回
避
で
き
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
判
断
を
示
し
た
。
　
「
し
て
み
れ
ば
、
本
件
に
お
い
て
、
被
告
人
が
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
本
件
車
両
を
運
転
し
た
と
い
う
た
め
に
は
、
本
件
当
時
被
告
人
に
後
続
車
両
と
の
衝
突
を
避
け
る
た
め
特
に
後
方
の
安
全
を
確
認
す
べ
き
義
務
を
負
わ
せ
る
の
を
相
当
と
す
る
よ
う
な
特
段
の
事
情
が
存
し
た
の
に
被
告
人
が
後
方
の
安
全
を
確
認
し
な
い
で
本
件
行
動
に
出
た
と
い
う
よ
う
な
何
人
に
お
い
て
も
衝
突
事
故
発
生
の
危
険
を
感
ず
る
状
況
の
存
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
第
一
審
判
決
お
よ
び
こ
れ
を
維
持
し
た
原
判
決
は
、
本
件
当
時
被
告
人
に
後
方
確
認
の
義
務
を
負
わ
せ
る
の
を
相
当
と
す
る
よ
う
な
特
別
の
事
情
の
存
否
に
つ
い
て
は
何
ら
確
定
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
原
判
決
に
は
こ
の
点
に
お
い
て
も
審
理
不
尽
の
違
法
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
　
こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
岩
田
論
文
と
先
に
概
観
し
た
一
連
の
地
簡
裁
判
決
に
み
ら
れ
る
厳
格
解
釈
説
、
特
に
い
わ
き
簡
裁
判
決
の
次
の
判
示
で
あ
る
。
　
「
安
全
運
転
義
務
は
具
体
的
義
務
規
定
で
ま
か
な
い
き
れ
な
い
と
こ
ろ
を
補
充
す
る
意
味
で
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
規
定
の
仕
方
は
き
わ
め
て
抽
象
的
で
明
確
を
欠
き
（
と
く
に
同
法
第
七
〇
条
後
段
に
つ
い
て
そ
の
感
が
深
い
）
、
そ
れ
故
に
拡
大
し
て
解
釈
さ
れ
る
お
そ
れ
も
大
き
い
。
（
中
略
）
従
っ
て
そ
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
罪
刑
法
定
主
義
の
趣
旨
に
則
り
、
厳
格
に
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
拡
大
し
て
解
釈
適
用
す
る
こ
と
を
厳
に
慎
し
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
右
の
よ
う
な
趣
旨
か
ら
同
法
第
七
〇
条
後
段
に
よ
り
可
罰
的
と
さ
れ
る
の
は
、
道
路
、
交
通
、
当
該
車
両
等
の
具
体
的
状
況
の
も
と
で
、
一
般
的
に
み
て
事
故
に
結
び
つ
く
蓋
然
性
の
強
い
危
険
な
速
度
方
法
に
よ
る
運
転
行
為
に
限
ら
れ
る
も
の
と
考
え
る
。
（
具
体
的
に
物
件
事
故
が
起
き
た
か
ら
と
い
っ
て
常
に
安
全
運
転
義
務
が
あ
る
と
い
え
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
　
す
な
わ
ち
、
右
判
決
は
「
具
体
的
状
況
の
も
と
で
、
一
般
的
に
み
て
事
故
に
結
び
つ
く
蓋
然
性
の
強
い
危
険
方
法
に
よ
る
運
転
行
為
」
と
い
い
、
本
件
第
一
小
法
廷
判
決
は
「
何
人
に
お
い
て
も
衝
突
事
故
発
生
の
危
険
を
感
ず
る
状
況
の
存
す
る
こ
と
」
と
し
て
、
表
現
方
法
が
異
な
る
が
、
ど
ち
ら
も
同
様
の
趣
旨
で
厳
格
な
解
釈
を
示
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
　
な
お
、
七
〇
条
違
反
の
罪
は
い
わ
ゆ
る
危
険
犯
で
あ
る
が
、
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
か
具
体
的
危
険
犯
で
あ
る
か
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
く
、
抽
象
的
危
険
犯
で
あ
る
と
明
言
し
た
簡
裁
判
決
も
あ
る
（
前
記
遠
軽
簡
裁
判
決
）
。
し
か
し
、
厳
格
解
釈
説
の
立
場
か
ら
は
具
体
的
危
険
犯
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
り
、
従
来
厳
格
解
釈
説
を
と
る
そ
の
他
の
判
決
は
、
い
ず
れ
も
本
罪
を
具
体
的
危
険
犯
の
方
向
で
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）
考
察
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
第
一
小
法
廷
判
決
も
、
そ
の
例
外
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
（
王
）
（
2
）
（
3
）
（
4
）
（
5
）
　
刑
集
二
五
巻
六
号
八
一
七
頁
。
な
お
、
鬼
塚
判
例
解
説
昭
和
四
六
年
度
一
八
九
頁
参
照
。
　
同
解
説
二
〇
二
頁
（
一
九
〇
頁
の
図
面
参
照
）
。
　
同
解
説
一
一
〇
頁
、
二
〇
〇
頁
。
　
こ
の
最
高
裁
判
例
が
出
た
こ
と
に
よ
り
、
従
来
の
誤
っ
た
記
載
方
法
が
一
挙
に
改
め
ら
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
（
同
解
説
二
〇
一
頁
）
が
、
そ
の
後
の
昭
和
五
〇
年
代
に
な
っ
て
も
、
同
じ
誤
り
を
犯
し
東
京
高
裁
で
破
棄
さ
れ
た
事
例
が
、
私
の
記
憶
に
よ
る
だ
け
で
も
二
件
あ
る
（
そ
の
う
ち
の
一
件
に
は
、
私
自
身
が
関
与
し
た
）
。
ま
た
、
現
在
交
通
実
務
で
使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
「
交
通
判
例
要
旨
集
」
（
真
正
書
籍
）
「
交
通
判
例
ハ
ソ
ド
ブ
ッ
ク
」
（
近
代
警
察
社
）
な
ど
が
、
い
ず
れ
も
道
交
法
七
〇
条
の
と
こ
ろ
に
業
過
事
件
の
「
過
失
し
に
関
す
る
判
例
を
多
く
掲
げ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
み
て
、
い
ま
だ
に
、
最
高
裁
判
例
の
趣
旨
が
第
一
線
に
浸
透
し
て
い
な
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
　
本
件
現
場
が
交
差
点
で
あ
れ
ば
、
三
四
条
二
項
の
「
右
折
」
の
問
題
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
二
五
条
の
二
の
「
転
回
」
の
問
題
に
な
る
。
し
か
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三
九
　
　
　
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
〇
　
　
し
、
そ
の
時
の
合
図
の
方
法
と
時
期
は
同
じ
（
道
路
交
通
法
施
行
令
一
二
条
）
な
の
で
、
右
の
違
い
は
本
件
の
処
理
に
影
響
が
な
い
。
本
件
判
決
　
　
　
の
判
文
参
照
。
　
（
6
）
　
刑
集
二
四
巻
一
〇
号
ニ
ニ
八
○
頁
。
な
お
、
田
尾
勇
判
例
解
説
昭
和
四
五
年
度
二
二
二
頁
参
照
。
　
（
7
）
　
坂
詰
前
掲
論
文
二
三
八
頁
参
照
。
　
　
　
五
　
最
高
裁
第
［
小
法
廷
昭
和
四
八
年
四
月
一
九
日
判
決
　
　
（
1
）
　
本
判
決
の
事
案
は
、
三
差
路
で
被
告
人
が
普
通
貨
物
自
動
車
を
運
転
し
て
狭
い
町
道
か
ら
広
い
国
道
に
後
退
す
る
際
、
左
右
の
安
全
確
認
を
し
な
い
で
後
退
し
た
た
め
、
国
道
を
直
進
し
て
い
た
普
通
乗
用
自
動
車
に
衝
突
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
一
審
の
岩
国
簡
裁
は
、
故
意
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
に
あ
た
る
と
し
て
、
被
告
人
を
罰
金
に
処
し
た
。
　
控
訴
審
で
あ
る
広
島
高
裁
は
、
被
告
人
が
車
体
後
部
を
国
道
に
突
出
さ
せ
た
行
為
は
過
失
に
よ
る
も
の
で
（
控
訴
審
の
検
察
官
は
、
過
失
に
ょ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
の
予
備
的
訴
因
を
追
加
し
た
）
、
こ
れ
を
故
意
に
ょ
る
も
の
と
認
定
し
た
一
審
判
決
は
破
棄
を
免
れ
な
い
と
し
た
う
え
、
本
件
後
退
行
為
は
、
二
五
条
の
二
第
一
項
に
定
め
ら
れ
て
い
る
「
他
の
車
両
等
の
正
常
な
交
通
を
妨
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
き
は
後
退
し
て
は
な
ら
な
い
」
に
違
反
す
る
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
が
、
被
告
人
に
は
そ
の
故
意
が
な
く
、
ま
た
同
規
定
に
は
過
失
犯
処
罰
の
明
文
も
な
い
の
で
、
過
失
犯
と
し
て
処
罰
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
道
交
法
は
、
あ
る
種
の
類
型
的
義
務
違
反
に
つ
き
過
失
犯
処
罰
の
規
定
を
設
け
な
か
っ
た
以
上
、
当
然
そ
れ
ら
の
義
務
違
反
に
つ
い
て
は
過
失
犯
を
処
罰
し
な
い
法
意
と
解
さ
れ
る
か
ら
、
本
件
に
つ
い
て
は
過
失
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
と
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
、
と
し
て
被
告
人
を
無
罪
と
し
た
。
検
察
官
か
ら
上
告
が
あ
り
、
最
高
裁
第
一
小
法
廷
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
原
判
決
を
破
棄
し
、
本
件
を
広
島
高
裁
に
差
し
戻
し
た
。
　
「
他
の
各
条
の
義
務
違
反
の
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
行
為
が
、
直
ち
に
同
法
七
〇
条
後
段
の
安
全
運
転
義
務
違
反
の
罪
の
構
成
要
件
に
該
当
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
同
法
七
〇
条
後
段
の
安
全
運
転
義
務
違
反
の
罪
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
具
体
的
な
道
路
、
交
通
お
よ
び
当
該
車
両
等
の
状
況
に
お
い
て
、
他
人
に
危
害
を
及
ぽ
す
客
観
的
な
危
険
の
あ
る
速
度
ま
た
は
方
法
で
運
転
す
る
こ
と
を
要
す
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
他
の
各
条
の
義
務
違
反
の
罪
の
過
失
犯
自
体
が
処
罰
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
直
ち
に
こ
れ
ら
の
罪
の
過
失
犯
た
る
内
容
を
も
つ
行
為
の
う
ち
同
法
七
〇
条
後
段
の
安
全
運
転
義
務
違
反
の
構
成
要
件
を
充
た
す
も
の
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
同
法
七
〇
条
後
段
の
安
全
運
転
義
務
違
反
の
過
失
犯
と
し
て
も
処
罰
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
」
　
「
そ
う
す
る
と
、
道
路
交
通
法
（
昭
和
四
六
年
法
律
第
九
八
号
に
よ
る
改
正
前
の
も
の
）
二
五
条
の
二
第
一
項
違
反
の
過
失
犯
た
る
内
容
を
も
つ
被
告
人
の
本
件
後
退
行
為
に
つ
き
、
道
路
交
通
法
七
〇
条
後
段
の
安
全
運
転
義
務
違
反
の
過
失
犯
処
罰
の
規
定
の
適
用
が
な
い
と
す
る
理
由
は
な
く
、
か
え
っ
て
、
同
法
七
〇
条
の
安
全
運
転
義
務
が
、
同
法
の
他
の
各
条
に
定
め
ら
れ
て
い
る
運
転
者
の
具
体
的
個
別
的
義
務
を
補
充
す
る
趣
旨
で
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
他
の
各
条
の
義
務
違
反
の
罪
の
う
ち
過
失
犯
処
罰
の
規
定
を
欠
く
罪
の
過
失
犯
た
る
内
容
を
有
す
る
行
為
に
つ
い
て
も
、
同
法
七
〇
条
の
安
全
運
転
義
務
違
反
の
過
失
犯
の
構
成
要
件
を
充
た
す
か
ぎ
り
、
そ
の
処
罰
規
定
（
同
法
一
一
九
条
二
項
、
一
項
九
号
）
が
適
用
さ
れ
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
。
」
　
「
原
審
の
認
定
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
被
告
人
は
、
国
道
を
南
進
中
の
車
が
あ
り
、
か
つ
国
道
か
ら
町
道
へ
の
見
通
し
が
極
め
て
よ
く
な
い
状
況
で
あ
る
の
に
、
そ
の
交
通
状
況
を
十
分
確
認
し
な
い
で
南
進
中
の
車
は
な
い
も
の
と
軽
信
し
た
過
失
に
よ
り
、
後
退
の
時
機
、
程
度
、
方
法
に
つ
い
て
の
判
断
を
誤
り
、
車
体
後
部
を
国
道
（
車
道
）
に
突
出
さ
せ
る
ま
で
後
退
さ
せ
る
と
い
う
危
険
な
運
転
方
法
を
と
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
被
告
人
の
右
後
退
行
為
は
、
具
体
的
な
道
路
、
交
通
お
よ
び
当
該
車
両
等
の
状
況
に
お
い
て
、
他
人
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
一
　
　
　
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
二
に
危
害
を
及
ぼ
す
客
観
的
な
危
険
の
あ
る
方
法
に
よ
る
運
転
で
、
か
つ
、
か
か
る
運
転
を
す
る
に
つ
い
て
被
告
人
に
過
失
が
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
可
能
性
が
十
分
あ
る
」
　
運
転
者
の
具
体
的
個
別
的
な
義
務
違
反
を
定
め
た
各
条
の
規
定
中
に
は
、
故
意
犯
を
処
罰
す
る
規
定
だ
け
あ
っ
て
、
過
失
犯
を
処
罰
す
る
規
定
の
な
い
も
の
が
あ
る
（
こ
れ
を
問
題
規
定
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
）
。
本
件
で
問
題
に
な
っ
た
二
五
条
の
二
第
一
項
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
規
定
の
過
失
犯
に
あ
た
る
行
為
を
七
〇
条
違
反
の
過
失
犯
と
し
て
処
罰
で
き
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
岩
田
論
文
は
も
と
よ
り
他
の
学
説
も
な
く
、
判
例
と
し
て
は
、
本
件
の
原
判
決
と
、
本
件
検
察
官
の
上
告
趣
意
に
引
用
さ
れ
た
東
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
京
高
裁
昭
和
四
四
年
一
一
月
五
日
判
決
（
判
例
時
報
五
八
八
号
九
六
頁
）
が
あ
る
だ
け
で
あ
っ
た
。
　
本
件
の
原
判
決
が
、
問
題
規
定
の
過
失
犯
に
あ
た
る
行
為
に
は
、
一
切
七
〇
条
違
反
の
過
失
犯
処
罰
規
定
の
適
用
が
な
い
と
解
し
た
の
に
対
し
、
右
東
京
高
裁
判
決
は
、
原
則
と
し
て
各
条
の
故
意
犯
に
つ
き
定
め
ら
れ
た
刑
が
七
〇
条
違
反
の
過
失
犯
の
刑
よ
り
重
い
場
合
だ
け
そ
の
適
用
が
あ
り
、
逆
に
軽
い
場
合
に
は
、
そ
の
過
失
行
為
の
危
険
性
が
具
体
的
に
高
度
で
あ
る
な
ど
特
段
の
事
情
の
あ
る
と
き
に
限
り
そ
の
適
用
が
あ
る
、
と
解
し
て
い
る
。
　
本
件
の
上
告
審
判
決
は
、
前
記
の
よ
う
に
、
七
〇
条
後
段
の
罪
の
成
立
要
件
を
「
具
体
的
な
道
路
、
交
通
お
よ
び
当
該
車
両
等
の
状
況
に
お
い
て
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
客
観
的
な
危
険
の
あ
る
速
度
ま
た
は
方
法
で
運
転
す
る
こ
と
」
と
限
定
的
に
解
し
た
う
え
、
そ
の
要
件
を
充
た
す
か
ぎ
り
は
、
問
題
規
定
の
過
失
犯
に
あ
た
る
行
為
に
対
し
、
過
失
に
よ
る
七
〇
条
違
反
の
罪
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
、
と
い
う
新
判
断
を
示
し
た
。
そ
し
て
こ
の
判
断
は
、
小
田
調
査
官
の
解
説
に
よ
れ
ば
、
「
同
法
七
〇
条
後
段
の
安
全
運
転
義
務
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
行
為
が
、
他
の
各
条
の
義
務
違
反
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
行
為
に
比
し
、
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
危
険
が
具
体
的
で
、
か
つ
高
度
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る
」
趣
旨
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
。
そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
本
判
決
は
、
昭
和
四
六
年
の
前
記
第
一
小
法
廷
判
決
と
同
様
厳
格
解
釈
説
を
と
り
、
し
か
も
七
〇
条
後
段
の
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
が
具
体
的
危
険
犯
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
と
し
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
－
）
　
刑
集
二
七
巻
三
号
三
九
九
頁
。
な
お
、
小
田
判
例
解
説
昭
和
四
八
年
度
五
九
頁
参
照
。
（
2
）
　
同
解
説
六
六
頁
参
照
。
（
3
）
　
同
解
説
七
〇
頁
。
な
お
、
前
記
東
京
高
裁
昭
和
四
四
年
二
月
五
日
判
決
は
、
法
七
〇
条
違
反
の
規
定
に
つ
き
、
「
こ
の
よ
う
な
罰
則
を
設
け
て
　
　
こ
れ
を
規
制
す
る
こ
と
を
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
い
る
の
で
は
あ
る
が
、
他
面
車
両
等
（
特
に
自
動
車
）
交
通
の
社
会
的
有
用
性
か
ら
考
え
　
　
て
そ
の
運
転
に
伴
う
あ
る
程
度
の
危
険
は
、
社
会
生
活
上
こ
れ
を
甘
受
す
べ
く
、
安
全
運
転
義
務
違
反
の
行
為
も
そ
の
危
険
が
具
体
的
に
高
度
で
　
　
あ
る
等
特
段
の
事
情
の
存
し
な
い
限
り
、
直
ち
に
こ
れ
を
処
罰
す
る
趣
旨
で
は
な
い
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
」
と
明
言
し
て
い
る
。
六
　
結
び
（
若
干
の
提
言
）
　
以
上
昭
和
四
〇
年
代
後
半
に
相
次
い
で
三
つ
の
最
高
裁
判
例
が
出
た
こ
と
に
よ
り
、
先
に
岩
田
論
文
が
指
摘
し
た
七
〇
条
違
反
の
罪
の
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
解
釈
上
そ
の
マ
イ
ナ
ス
面
が
か
な
り
の
程
度
ま
で
克
服
さ
れ
た
。
し
か
し
、
「
安
全
不
確
認
」
や
「
安
全
確
認
不
十
分
」
に
つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
　
運
転
に
あ
た
り
、
前
方
注
視
義
務
や
左
右
後
方
の
安
全
確
認
義
務
を
守
る
こ
と
は
、
運
転
者
が
遵
守
す
べ
き
最
も
基
本
的
な
行
為
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
故
意
に
こ
れ
ら
の
義
務
を
怠
る
こ
と
は
、
故
意
犯
と
し
て
の
七
〇
条
違
反
罪
に
あ
た
る
こ
と
は
、
疑
い
の
余
地
が
な
　
　
　
　
東
洋
法
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二
四
三
　
　
　
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
四
い
。
た
と
え
ば
、
実
例
は
あ
ま
り
な
い
と
思
う
が
、
暴
走
族
の
度
胸
だ
め
し
や
自
殺
な
ど
の
目
的
で
、
目
隠
し
を
し
、
又
は
極
端
に
濃
い
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、
こ
と
さ
ら
前
方
注
視
を
困
難
な
状
況
に
す
る
と
か
、
そ
れ
ほ
ど
極
端
で
な
く
て
も
、
わ
き
見
運
転
を
す
る
と
か
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
後
方
を
全
く
見
な
い
で
タ
ー
ン
や
バ
ッ
ク
を
す
る
行
為
は
皆
こ
れ
に
あ
た
る
。
テ
レ
ビ
受
信
機
を
車
内
に
持
ち
込
み
、
映
像
を
見
な
が
ら
運
転
す
る
こ
と
も
同
様
で
あ
る
。
　
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
外
観
か
ら
と
ら
え
う
る
「
前
方
注
視
不
十
分
」
や
「
安
全
確
認
不
十
分
」
で
な
く
、
運
転
者
の
い
わ
ば
内
心
だ
け
の
「
不
十
分
」
と
な
る
と
、
理
論
上
は
と
も
か
く
、
実
際
問
題
と
し
て
外
部
か
ら
の
判
定
は
非
常
に
困
難
で
あ
り
、
本
当
は
故
意
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
否
認
さ
れ
れ
ば
過
失
の
問
題
と
し
て
扱
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
し
て
、
運
転
中
「
前
方
注
視
不
十
分
」
や
「
安
全
確
認
不
十
分
」
に
陥
る
お
そ
れ
が
ま
ま
あ
る
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
す
べ
て
の
運
転
者
が
体
験
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
に
つ
い
て
自
分
は
そ
の
例
外
で
あ
る
と
言
い
切
れ
る
人
が
は
た
し
て
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
前
記
昭
和
四
六
年
の
第
二
小
法
廷
決
定
が
、
そ
の
事
件
に
つ
き
単
純
な
「
安
全
確
認
不
十
分
」
だ
け
で
は
七
〇
条
違
反
の
罪
が
成
立
し
な
い
こ
と
を
暗
黙
の
判
断
と
し
た
の
も
、
そ
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。
　
ま
た
、
同
年
の
前
記
第
一
小
法
廷
判
決
が
、
過
失
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
の
「
過
失
」
に
つ
い
て
述
べ
た
と
こ
ろ
は
当
然
で
あ
る
と
し
て
も
、
実
際
問
題
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
過
失
に
よ
り
「
前
方
注
視
不
十
分
」
や
「
安
全
確
認
不
十
分
」
に
陥
っ
た
か
を
具
体
的
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）
に
明
ら
か
に
す
る
の
は
至
難
の
わ
ざ
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
交
通
取
締
の
第
一
線
で
、
衝
突
事
故
を
迅
速
に
処
理
し
て
円
滑
な
交
通
の
回
復
を
図
る
べ
き
立
場
に
あ
る
警
察
官
に
対
し
、
あ
ま
り
に
複
雑
な
考
察
を
強
い
る
こ
と
は
、
必
ず
し
も
良
策
と
は
い
え
ま
い
。
　
こ
の
よ
う
な
諸
点
に
対
し
、
現
行
の
七
〇
条
違
反
罪
の
規
定
の
解
釈
に
よ
る
だ
け
で
は
も
は
や
十
分
な
対
応
が
困
難
な
の
で
、
私
は
む
し
ろ
立
法
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
す
べ
き
も
の
と
考
え
る
σ
先
に
岩
田
論
文
は
、
「
傘
さ
し
運
転
、
又
は
乗
用
車
の
ド
ア
を
開
い
た
ま
ま
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
の
運
転
等
危
険
と
認
め
ら
れ
る
行
為
は
、
こ
れ
を
摘
出
し
て
類
型
的
な
禁
止
規
定
を
設
け
る
こ
と
」
を
提
案
し
た
が
、
む
し
ろ
取
締
の
実
情
に
照
ら
し
、
人
身
事
故
に
は
至
ら
な
い
が
比
較
的
重
い
物
損
事
故
を
対
象
と
す
る
過
失
衝
突
罪
、
た
と
え
ば
、
次
の
よ
う
な
新
し
い
罰
条
を
設
け
て
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
　
第
二
六
条
の
二
車
両
等
の
運
転
者
が
業
務
上
必
要
な
注
意
を
怠
り
、
又
は
重
大
な
過
失
に
よ
り
他
人
の
車
両
を
損
壊
し
て
こ
れ
を
　
　
故
障
さ
せ
、
又
は
運
転
に
支
障
を
生
じ
さ
せ
た
と
き
は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
　
こ
れ
に
よ
り
、
現
在
過
失
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
と
し
て
処
理
さ
れ
て
い
る
衝
突
事
故
の
う
ち
比
較
的
重
い
物
損
事
故
に
つ
い
て
は
、
人
身
事
故
の
場
合
と
同
様
の
「
過
失
」
の
考
え
か
た
で
処
理
で
き
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
捜
査
官
の
負
担
が
実
質
的
に
軽
減
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
人
身
事
故
に
至
っ
て
い
た
衝
突
事
故
の
う
ち
、
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
普
及
に
よ
り
物
損
事
故
に
と
ど
ま
る
こ
と
に
な
っ
た
ケ
ー
ス
の
多
く
も
、
右
の
処
理
の
対
象
に
含
ま
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
　
ま
た
、
そ
の
余
の
過
失
に
よ
る
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
に
つ
い
て
は
、
一
一
九
条
二
項
の
「
第
九
号
」
を
削
除
し
、
昭
和
四
八
年
の
最
高
裁
第
一
小
法
廷
の
判
例
の
趣
旨
に
従
い
、
同
条
三
項
に
「
過
失
に
よ
り
第
一
項
第
九
号
の
罪
を
犯
し
著
し
く
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
　
　
　
　
　
　
（
4
）
険
を
生
じ
さ
せ
た
者
は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
」
と
い
う
明
文
を
設
け
て
は
ど
う
か
と
思
う
。
　
も
し
、
こ
の
よ
う
な
限
定
的
な
規
定
に
せ
ず
、
現
行
法
の
構
成
要
件
を
維
持
す
る
の
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
関
連
規
定
と
の
均
衡
上
、
法
定
刑
の
上
限
を
罰
金
三
万
円
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
　
①
交
差
点
の
右
折
車
が
直
進
車
又
は
左
折
車
の
進
路
を
妨
害
し
た
と
き
（
三
七
条
）
。
故
意
犯
の
み
で
罰
金
三
万
円
以
下
（
一
二
〇
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
五
　
　
　
　
安
全
運
転
義
務
違
反
罪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
六
　
　
条
一
項
二
号
）
。
　
②
　
運
転
者
の
視
野
や
ハ
ン
ド
ル
そ
の
他
の
装
置
の
操
作
を
妨
げ
た
り
、
後
写
鏡
の
効
用
を
失
わ
せ
る
よ
う
な
乗
車
を
さ
せ
、
又
は
積
　
　
載
を
し
て
運
転
し
た
と
き
（
五
五
条
三
項
）
。
故
意
犯
の
み
で
罰
金
三
万
円
以
下
（
一
二
〇
条
一
項
一
〇
号
）
。
　
③
ド
ア
を
開
い
た
ま
ま
の
運
転
（
七
一
条
四
号
）
。
故
意
犯
の
み
で
罰
金
三
万
円
以
下
（
二
一
〇
条
一
項
九
号
）
。
　
こ
れ
ら
の
場
合
は
、
い
ず
れ
も
各
条
に
過
失
犯
処
罰
の
規
定
が
な
い
の
で
、
過
失
に
よ
っ
て
右
違
反
に
陥
っ
た
場
合
は
、
七
〇
条
違
反
の
過
失
犯
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
結
果
故
意
犯
の
場
合
（
罰
金
三
万
円
以
下
）
よ
り
過
失
犯
の
場
合
（
罰
金
五
万
円
以
下
）
の
ほ
う
が
法
定
刑
が
重
い
こ
と
に
な
り
、
刑
の
均
衡
を
失
す
る
（
前
記
東
京
高
裁
昭
和
四
四
年
一
一
月
五
日
判
決
参
照
）
。
　
最
後
に
、
文
言
だ
け
の
こ
と
に
な
る
が
、
追
越
し
の
方
法
に
つ
い
て
の
二
八
条
四
項
や
、
交
差
点
に
お
け
る
通
行
方
法
に
つ
い
て
の
三
六
条
四
項
が
、
い
ず
れ
も
「
で
き
る
限
り
安
全
な
速
度
と
方
法
で
進
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
に
、
七
〇
条
後
段
は
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
の
で
、
後
者
の
ほ
う
が
規
定
と
し
て
厳
格
な
印
象
を
与
え
て
い
る
。
し
か
し
、
「
安
全
な
」
と
「
他
人
に
危
害
を
及
ぽ
さ
な
い
よ
う
な
」
と
は
同
じ
趣
旨
で
㌦
あ
り
、
追
越
し
や
交
差
点
通
過
の
際
は
、
運
転
者
と
し
て
最
も
安
全
運
転
を
心
が
け
る
べ
き
危
険
な
場
合
な
の
で
、
法
が
特
に
七
〇
条
と
区
別
す
る
趣
旨
で
そ
の
よ
う
な
表
現
を
と
っ
て
い
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
七
〇
条
後
段
に
も
「
で
き
る
限
り
」
の
文
言
を
入
れ
て
、
表
現
上
も
均
衡
を
図
る
べ
き
で
あ
ろ
う
と
思
う
。
（
1
）
　
後
方
の
安
全
不
確
認
が
、
七
〇
条
で
禁
止
し
て
い
る
「
他
人
に
危
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
速
度
と
方
法
で
運
転
し
た
こ
と
」
に
あ
た
る
か
ど
う
か
（
2
）
（（43））
に
つ
い
て
、
前
記
昭
和
四
六
年
の
第
一
小
法
廷
判
決
は
U
タ
ー
ン
の
場
合
に
、
同
四
八
年
の
第
一
小
法
廷
判
決
は
バ
ッ
ク
の
場
合
に
、
い
ず
れ
も
あ
た
る
こ
と
が
あ
り
う
る
こ
と
を
、
当
然
の
前
提
と
し
て
い
る
。
　
こ
の
点
に
つ
き
、
坂
詰
前
掲
論
文
（
二
三
八
頁
）
が
、
「
過
失
に
よ
る
法
七
〇
条
違
反
の
罪
の
「
過
失
」
を
ど
の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
ど
の
程
度
認
定
判
示
す
る
か
は
、
他
の
過
失
犯
の
場
合
と
同
様
、
実
務
上
か
な
り
の
難
し
さ
を
伴
う
が
、
過
失
犯
で
あ
る
か
ぎ
り
、
構
成
要
件
に
該
当
す
べ
き
結
果
（
こ
の
場
合
は
、
他
入
に
危
害
を
及
ぼ
す
よ
う
な
危
険
な
運
転
）
か
ら
遡
っ
て
、
そ
の
原
因
と
目
さ
れ
る
ー
因
果
関
係
の
認
め
ら
れ
る
1
過
失
行
為
を
把
握
す
る
と
い
う
方
法
に
よ
る
ほ
か
は
な
い
。
そ
し
て
、
「
過
失
」
の
中
核
を
な
す
の
は
注
意
義
務
違
反
で
あ
る
か
ら
、
当
該
案
件
に
お
い
て
い
か
な
る
注
意
義
務
違
反
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
の
義
務
を
怠
っ
た
と
い
え
る
か
ど
う
か
を
具
体
的
に
確
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
は
う
な
づ
け
る
が
、
実
際
問
題
と
し
て
は
た
し
て
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
　
岩
田
前
掲
書
一
二
六
頁
。
　
共
同
危
険
行
為
等
を
禁
止
し
た
六
八
条
に
「
著
し
く
道
路
に
お
け
る
交
通
の
危
険
を
生
じ
さ
せ
」
の
文
言
が
あ
る
。
東
洋
法
学
酬
西
七
